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名 手
訪 問

対談  池　田 守　男（学校法人東洋英和女学院理事長・院長、
　　　 　内閣府公益法人等認定委員会委員長、株式会社資生堂相談役）

西 川 扇 藏  （公益財団法人 日本舞踊振興財団　理事長）
［敬称略］

2012 年 11 月 7 日
（於：学校法人東洋英和女学院院長室）

西川　今日は様々な経歴をお持ちで現在
も多岐に亘る肩書きをお持ちの院
長にいろいろとお話を伺えるのを
楽しみにしておりました。

池田　こちらこそ西川先生には当学院で
も何かとお世話になっておりま
す。

西川　そもそもこちらの学院とは昔から
ご縁が深く、私の娘や息子、そし
て現在は孫までがご指導賜ってお
ります。

池田　そうでしたね。うちの学院では日
本舞踊や歌舞伎の世界のお子様が

たくさん入学されています。
西川　それはやはりキリスト教に根付い

た教育方針が徹底されていて、そ
の長い歴史の中で信頼を得ている
からなのでしょうね。

池田　幼児教育の概念はなかなか難しい
のですが、まずは遊びを通じて、
様々な経験を重ねていくことが大
事だと考えています。

西川　幼いうちは何でも覚えられますか
らね。

池田　それが大きな柱になるのですが、
そのうえに感性、感受性、人間性
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を磨くことがさらに必要なことか
と思っております。

西川　なるほど。
池田　私どもの東洋英和女学院では幼稚

園、小学校、中学校、高校、大学と、
その年代に応じた人間教育を重要
視しております。

西川　私立だからこそ可能なことなので
しょうね。

池田　私がこちらの学校に招かれたのが
2005 年です。その翌年に政府の教
育再生会議の座長代理を仰せつか
り、教育の議論を重ねてまいりま
した。

西川　安倍内閣の時でしたね。
池田　当時は、「ゆとり教育」が導入さ

れていましたが、必ずしもうまく
機能していないところがありまし
た。

西川　ゆとり教育は本来的なことから離
れて違った方向に進んでいまし
た。

池田　知識の習得と同時に、人格、人間
性を深める教育を推進する必要が
あります。

西川　ゆとり教育は根深い問題でした。
池田　いじめの問題もその頃から起こり

はじめたように思います。
西川　未だに片付かない大問題だと思い

ます。
池田　その件でもいろいろと提言させて

いただきました。
西川　何とか解決して欲しいと願ってお

ります。
池田　私どもの東洋英和の教育は人間教

育、人格教育です。人格は幼いう
ちから培っていかなければいけな
いと考えております。

西川　仰るとおりだと思います。
池田　そのためには情操教育が欠かせま

せん。
西川　先ほど話された感性を磨くという

ことに繋がります。
池田　そのために、日本の伝統芸術の果

たす役割は大きいものがありま
す。

西川　古来伝わってきているものですか
ら普遍性があります。

池田　長じて国際人といわれるような方
は日本の伝統文化をきちんと身に
つけています。

西 川　 自国のこと
を把握して
いないと国
際人とは認
められませ
ん。私ども
もたびたび
外国を訪問
しておりま

すので真の国際人と言われるよう
に努力をしなければいけません。

　　　ところで院長のお生まれはどちら
でしょうか。

池田　私は香川県の高松で生を受けまし
た。

西川　育ったのも高松ですか。
池田　はい、高校を卒業するまでおりま

した。
西川　ということは後年東京神学大学に

進まれたと伺っておりますので、
いわゆる宗教との出会いはまだ高
松にいらっしゃる頃のことです
ね。

池田　まあ出会いというほどの大仰なも
のでなくごく自然に接したので
す。

西川　自然にですか。
池田　つまり四国では真言宗八十八ヶ所

のお遍路さんが日常的に年中行き
交っていまして、我が家にも多く
の方が見えていました。

西川　四国ならではの風物ですね。
池田　私の祖父母がお遍路さんをお接待

している姿を見て育ちましたの
で、人というものはお互いが助け
合い支えあっていくことが大切で
あると、ごく自然に感じていまし
た。

西川　おじいさまやおばあさまの行動か
ら学ばれたわけですね。素晴らし
いことだと思います。
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池田　 もともと欧
米文化への
憧れがあっ
たのですが、
地元にいた
キリスト教
の宣教師に
出会ったの

をきっかけに、ますます興味が深
まりました。そのような折、高松
と岡山県の宇野を結ぶ連絡船の事
故があり、同年代の子どもたちが
亡くなりました。この事故に大き
なショックを受け、「生と死」につ
いて、深く考えるようになり、よ
りキリスト教に傾倒していきまし
た。そして洗礼を受け、将来は牧
師になろうと決意し、東京神学大
学に進むことになりました。

西川　感受性の強い時期に大きな影響を
受けられたのでしょう。

池田　大学で牧師になるため、勉強をし
ていましたが、当時は日米安保条
約をめぐり、世の中が騒然として
いる時期でした。そうした中、こ
のまま牧師になることが正しいの
か、少し社会との接点を見出して
からでも遅くはないだろう、と考
えた私は社会に出ることにしまし
た。

西川　資生堂との出会いになるわけです
ね。

池田　縁があって資生堂に就職いたしま
した。

　　　仕事をさせていただくのであれ
ば、生活に実感が伴っているよう
な産業を選びたいと考えていまし
た。さらにいえば文化的な香りが
する職場を望んでおりました。

　　　資生堂は物を作って販売するメー
カーですが、文化を大切にしてい
る会社です。

西川　当時からですか。
池田　はい。販売する化粧品にしてもた

だ売ればいいと考えるのではな
く、それを使った女性がより健康

で美しく、そして心が豊になるこ
とを望んでいたのです。

西川　なるほど。
池田　ですから、資生堂で働くというこ

とは、「経済的行為ではなく文化
的行為」との思いを抱くようにな
りました。

西川　企業メセナ協議会では福原名誉会
長が会を牽引されていらっしゃい
ますし、資生堂は一般の方からも
文化事業を積極的に遂行している
と感じているでしょう。

池田　入社すると原則として３年くらい
は販売第一線で業務を行うのです
が、私の場合は最初から秘書室に
配属されました。会長や社長をは
じめとする役員に仕えサポートす
る仕事を入社以来一貫して行って
きました。

西川　企業には定期的な人事異動がつき
ものでしょうから、なかなか珍し
いことなのではないのでしょう
か。

池田　そうでしょうね。しかし先ほど申
し上げました私の生まれ育った環
境や自分の学んできたことを加味
して考えてみますと、秘書の仕事
は私の天命であると感じました。

西川　それはどのようなことでしょう。
池田　つまり自分が身近にいる人に何か

役に立つことはないだろうかとい
つも考えておりましたし、そのこ
とを追求していくことが自分の生
きる道であると、信念をもってい
ましたから、まさにその思いと仕
事がフィットしているということ
です。

西川　やはり郷里における出会いや勉強
されたことが大きく影響している
のだと感じます。

池田　企業活動は、自社の利益を求める
だけでなく、文化を育て、さらに
は公益に資するものでなければな
らない、そのような考えを持ちな
がら日々過ごしておりました。今
から 30 数年ほど前、私と同郷の大
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先輩である大平正芳さんが総理大臣
になられた際、大平さんは「これか
らは経済の中心の時代から文化中心
の時代にしなければならない」、と
仰っていました。つまり、「モノか
らココロの時代」です。

西川　素晴らしいメッセージですね。
池田　大平さんほど文化の重要性を主張さ

れた総理大臣はいなかったように思
います。

　　　20 世紀後半のバブル経済の崩壊か
ら、日本経済は低迷しております。
このような時代にあっては、経済を
活性化させることが重要です。しか
し、社会を充実させ、国民生活を豊
かにするためには、経済の発展と共
に、文化が大変大きな役割を果たし
ます。文化は私たちの生活に彩を与
えてくれます。

　　　だから先生のところのように積極
的に海外で日本舞踊公演をなさり、
伝統的な文化を伝承していくことは
とても大切なことだと思います。

西川　ありがとうございます。
　　　日本は戦後経済で復興を果たしま

したから、経済が重要視されてきま
した。

池田　経済的、物質的な豊かさを求め続け
てきたことは仕方ありませんが、や
はり文化にも情熱を注いで欲しいで
すね。

西川　しかし現在これだけ経
済が低迷していますと
なかなか文化を強調す
るのがはばかれる風潮
もあるようです。

池田　文化の時代というのは
心を大切にするという
ことです。常にその思
いを持ち、行動してほ
しいと思います。

西川　全く同感でございま
す。

池田　私も細かな知識は持ち
合わせておりませんが
様々な伝統文化に興味

がございまして、日本舞踊はもとよ
り歌舞伎や文楽、能・狂言等も時間
を見つけて鑑賞しております。内容
を深く理解はできないまでもその場
にいるだけで心が穏やかになるよう
な気がします。

西川　とてもうれしく思います。
池田　少し話を戻しますが、生涯一秘書で

貫く気持ちでおりましたが、社長に
指名を受けたときは青天の霹靂でし
た。

西川　突然だったのですね。
池田　当時私は副社長で 3年がかりの大規

模な経営改革を行う準備に忙殺され
ていました。そんな折に福原義春会
長と弦間明社長に呼ばれて次の社長
に指名されました。

　　　今までは仕え、支えるということを
続けてきましたのに、全く立場が逆
になるわけですから驚きました。

　　　上に立って俯瞰してみるというこ
とは私のそれまでの越し方からは
考えて違うのではないかと思いまし
た。

西川　相当お悩みになられたことでしょ
う。

池田　そんな折、日曜礼拝に通っている銀
座教会に新渡戸稲造さんの書があり
まして「Be just,and fear not」と書
かれておりました。これはシェーク
スピアの『ヘンリー八世』の戯曲の
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池田　守男氏プロフィール

中の一節です。「正義を貫け、恐れ
ることなかれ」の意味ですが、こ
の言葉が自分に言われているよう
に感じました。「社長になることも
天命なのだ、引き受けよう」と決
意したのです。

西川　新渡戸稲造の書が後押しされたと
いうことなのでしょう。

池田　社長になればトップダウンの姿勢
でリーダーシップを示すことが必
要だと思っていました。しかし、
思いを巡らす中で、それだけでは
ないという思いに至りました。

　　　つまり社長は会社全体を支える存
在である、そうであるならば社長
として全社員に仕え全社員を支え
ることが使命ではないか、と。

西川　なるほど。実際に行う仕事や立場
は違っても院長の生きる道、信念
に合ったことだったのですね。

池田　はい
西川　さて、私が理事長を務めさせてい

ただいている日本舞踊振興財団は、
昨年春に公益財団法人として認定
を受けました。

池田　それは何よりでございました。私
も公益認定等委員会の役職を担っ
ておりまして、内閣府で扱ってい
る法人が６千件ほどございます。

西川　かなりの数になるのですね。
池田　そうですね。これに地方自治体を

入れますとでは２万５千件ほどに
なります。それぞれが使命・役割
を持ち、公益活動に取り組んでい
ただきたいと思います。

西川　おかげさまで一昨年に申請をして

から半年余りを経て移行させてい
ただきました。

池田　移行の期限は 2013 年 11 月末です。
まだ申請されていない法人には、
早めの申請をお願いしています。
先生のところは比較的早く済まさ
れました。

西川　結構手続きが面倒のようでした。
池田　公益目的事業支出が全支出の 50％

以上等いくつかの項目をクリアし
ないといけないので、それなりに
ハードルは高いのですが、こと芸
術団体の法人は公益になっていた
だき幅広く活動を続けていって欲
しいと思います。

西川　今まで以上に重い責務を感じてお
ります。ますます充実した活動を
展開していきたいと考えておりま
す。

池田　また毎年２月には私どもの幼稚園
にお出ましいただきまして日本舞
踊教室を開催していただき感謝い
たしております。

西川　幼児期から日本の伝統に接するこ
とが情操教育としても相応しいの
ではないかと考えており、設立以
来続けさせていただいております。

池田　是非私も拝見させていただくつも
りです。楽しみにしております。

西川　こちらこそどうぞよろしくお願い
申し上げます。本日は有意義なお
時間をいただきどうもありがとう
ございます。

1936年 香川県高松市に生まれる。
1961年 東京神学大学神学部卒業。
株式会社資生堂に入社。
社長・会長を経て、現在は相談役。
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